








1990 年に診断した IgA 腎症は 13 例であった。年齢は 7 歳 4 か月～18 歳 2 か月・平均 14

歳 0 か月で男児は 6例、女児は 7例であった。学校検尿などにより尿異常を指摘された症

例は 11 例で、肉眼的血尿による急性発症は 2例であった。尿異常の指摘および発現から、

1か月前後で IgA 腎症と診断できたのは 3例であり、ともに抗凝固療法と Prednisolone の

投与により蛋白尿・血尿は消失し、早期治療の効果がみられた。 


